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愛媛県住生活基本計画   

基本目標Ⅴ 
カーボンニュートラルの実現に向けた 

住まいづくり 

気候変動問題については、パリ協定を踏まえ、IPCC（気候変動に関する政府間パネル）から

「2050 年前後に世界の CO2 排出量が正味ゼロとなっていることが必要」との報告が公表され、各

国がその対策に大きく舵を切っています。我が国も令和 2 年 10 月に「2050 年カーボンニュートラ

ル、脱炭素社会の実現」を宣言し、対策が急務となっています。 

愛媛県における住まいづくりにおいても、カーボンニュートラルの実現に向けた対策として、住宅

の省エネルギー化や循環型の住宅地づくり、地域材の活用などの取り組みを推進する必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策① カーボンニュートラルの実現に向けた住宅の省エネルギー化・環境負荷の低減 
 

住宅の省エネルギー性能を一層向上しつつ、長寿命でライフサイクル CO2 排出量が少ない長期優良

住宅ストックや ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）ストックを拡充し、ライフサイクルで CO2

排出量をマイナスにする LCCM 住宅（ライフ・サイクル・カーボン・マイナス住宅）の評価と普及を推

進します。 

 

【市町の省エネ住宅等の普及制度に対する支援による整備促進】 

・本県の新エネルギー関連設備等導入促進支援事

業費補助金を活用して、各市町における ZEH の普

及制度等を支援することにより、住宅の省エネル

ギー化を進め、環境負荷の低減を図ります。 

 

 

 

 

2050 年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現 

 

 
IPCC（気候変動に関する政府間パネル）から 2050 年前後に世界の CO2 排出量が正味ゼロ

となっていることが必要との報告が公表 

住宅政策におけるカーボンニュートラルの実現に向けた対策 

住宅の省エネ

ルギー化・ 

環境負荷の 

低減 

先進の環境技術

の活用による 

環境配慮型の 

住宅地づくり 

地域材の活用

による森林資

源の循環利用 
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